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承

戸

正

雄

緒

冨

今
日
は
非
九
百
時
7
し
あ
石
山
日
本
の
今
日
が
非
常
時
て
あ

J

芯
ば
か
ち
で
な
く
、
今
日
は
世
界
全
開
に
取
わ
て
も
詐

常
時
で
あ
る
。
思
想
的
に
削
に
混
沌
と
し
て
居
る
が
、
物
質
的
経
済
的
に
も
失
業
や
貧
窮
が
襲
ひ
来
っ
て
居
る
。

英
米
に
て
は
近
頃
段
々
と
経
掛
上
の
窮
迫
が
緩
和
し
亡
と
い
ふ
が
、
そ
れ
で
も
活
況
を
呈
す
る
と
ま
で
に
は
至
ら

中
、
却
っ
て
ま
だ
日
本
の
方
が
割
合
に
活
気
を
示
し
て
居
り
、
生
産
指
数
も
貿
易
指
数
も
、
増
準
率
か
ら
い
ふ
と

好
勢
で
あ
り
、
そ
し
て
海
軍
合
議
に
出
て
牲
つ
て
は
、
前
の
華
府
合
議
の
時
と
は
異
旬
、
忌
障
な
〈
英
米
へ
の
調

等
勢
力
を
主
張
し
逼
ほ
し
た
ほ
ど
の
自
信
さ
へ
出
来
て
来
た
。
斯
〈
の
如
〈
に
日
本
の
鼻
息
は
荒
い
も
の
だ
が
、

き
て
共
好
記
に
果
し
て
、
氷
績
性
あ
り
や
、
此
が
進
展
の
一
方
に
あ
り
や
と
い
へ
ば
、
共
は
保
し
難
い
。
世
界
一
を

誇
ら
ん
と
し
て
居
る
共
繊
維
工
業
、
相
称
、
人
相
、
紡
績
等
に
で
も
寅
は
最
早
行
詰
り
と
な
り
つ
つ
あ
り
、
ま
し

て
を
き
国
民
所
得
、
困
富
、
貿
易
額
、
金
保
有
高
の
数
字
な
ど
に
至
り
で
は
、
英
米
と
比
し
て
向
ほ
桁
蓮
で
あ
り
、

岡
民
の
努
力
の
将
来
に
待
つ
も
の
は
頗
る
大
い
。
ま
に
日
本
が
現
状
に
て
安
堵
し
退
陣
容
し
保
守
す
る
に
は
早
過
ぎ

β

。
そ
れ
で
今
後
の
奮
闘
努
力
に
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
而
か
も
岡
氏
が
之
に
刺
戟
せ
ら
れ
て
今
後
向
上
す
る



に
つ
い
て
は
、
先
輩
圃
の
塵
迫
は
得
一
々
強
烈
左
な
る
で
あ
ら
う
。
彼
時
一
一
ザ
の
妨
害
は
子
を
換
へ
品
を
麓
へ
て
行
は
れ

る
で
あ
ら
う
。
共
等
の
故
障
に
打
克
っ
て
新
し
き
時
勢
佐
作
り
、
新
し
き
闘
運
を
聞
く
も
の
は
果
し
て
何
か
。
今

の
慮
、
我
闘
の
頼
み
'
と
す
る
は
、
唯
一
つ
、
武
力
、
之
に
附
り
加
へ
て
は
延
び
柱
〈
経
済
力
で
あ
ら
う
が
、
此
等

の
み
に
て
能
〈
之
を
建
し
得
る
か
疑
は
し
止
す
る
。
結
局
は
、
此
等
の
も
の
の
根
底
と
な
り
、
且
つ
凡
ぺ
で
の
岡

民
的
活
動
の
土
豪
と
な
る
所
の
、
人
の
質
の
向
上
、

つ
ま
り
教
育
の
力
に
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
教
育
こ
そ
は

闘
運
を
展
ば
す
舟
の
至
上
の
力
を
有
っ
た
色
の
で
め
る
。
岡
家
は
此
最
大
事
な
致
育
を
ぱ
如
何
に
濁
せ
ん
と
す
る

か
、
少
く
'
と
色
課
税
上
に
は
如
何
に
之
佐
見
る
の
で
あ
る
か
。
之
に
つ
き
で
は
果
し
て
如
何
な
る
改
善
策
を
立
つ

べ
誌
か
o

H

花
れ
私
い
か
自
分
の
専
門
の
立
場
h
r
t
d

の
主
要
間
制
H

と
し
て
取
扱
は
ん
と
す
る
所
的
・
も
の
で
め
る
。

第
一
段

課
税
の
原
因
t
と
し
て
の
畢
按

皐
枝
と
謀
説
と
の
聞
係
は
二
L
L
な
る
。
一
は
皐
枝
が
課
税
へ
の
影
響
で
め
り
、
他
は
課
税
が
皐
枝
へ
の
影
響
で

あ
る
。
前
者
に
て
は
、
皐
枝
が
謀
枕
を
引
起
す
原
因
と
な
る
の
で
あ
一
り
、
後
者
に
て
は
皐
枝
が
課
税
上
に
於
け
る

一
の
劃
象
と
な
る
。
前
者
は
、
財
政
上
、
撃
枝
が
岡
及
地
方
の
経
費
の
重
大
な
る
項
目
と
な
り
て
、
結
局
、
岡
及

-
地
方
を
し
て
大
に
租
積
牧
入
に
依
ら
r
d

る
を
得
ざ
ら
し
む
る
の
闘
係
で
あ
り
、
後
者
に
て
は
租
税
制
度
を
設
〈
る

に
つ
き
、
随
っ
て
之
を
施
行
す
る
に
つ
い
て
皐
枝
を
ぱ
免
税
と
す
る
か
、
課
祝
す
る
か
.
之
に
つ
き
如
仰
な
る
皮

に
て
劃
酌
す
る
か
を
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
先
づ
前
者
よ
り
趨
べ
る
。

血
平
校
と
諜
磁

第
四
十
二
巻

ノ、

七

第
四
披



撃

校

と

課

税

第
四
十
二
巻

大
七
四

第
四
時
現

一
現
肢
|
|

山
内
闘
枕
の
原
因
と
し
て
の
霊
，
e
l
l
l
皐
校
は
岡
及
地
方
財
政
に
と
え
更
に
は
岡
民
に
と
り
で
直
接
及
間
接
に

も
出
費
の
原
因
と
な
る
。
随
ふ
て
は
此
が
公
然
立
る
及
隠
然
七
る
税
を
生
や
る
原
因
と
な
る
の
で
あ
る
。
今
我
岡

殺
の
原
因
と
し
て
の
畢
枝
を
昭
和
十
年
度
の
珠
算
に
つ
い
て
見
る
の
に
、
之
に
つ
き
特
別
合
計
珠
算
及
迫
加
漁
算

を
別
と
し
組
珠
算
の
み
か
ら
い
ふ
と
。

文
部
省
臨
常
部

一
二
九
、
五
八
七
、
九
七
五

』
同
同

h
f
w
p

即
仙
昨
山
目
立
ロ

4

，、、、』、-二、ノ、

L
1
f
k

一一
/

J

ノ
三
f

L

J
ノ
仁
一
/

言f

一
四
八
J

二
八
、
八
八
三

印
ち
約
一
億
五
千
高
岡
の

4
の
が
、
岡
家
一
か
康
義
の
曲
学
校
費
止
し
て
支
出
し
つ
つ
あ
る
も
の
で
あ
る
o

共
は
勿
論
、

十
億
闘
を
超
ゆ
る
軍
事
費
に
は
謹
か
に
劣
る
と
し
て
も
、
相
静
岡
大
な
る
費
額
で
は
あ
り
、
そ
し
て
丁
度
、
十
牟
度

に
於
け
る
地
租
、
答
業
牧
4

減
税
、
資
本
利
子
蔵
、
相
績
税
の
四
重
要
直
接
税
牧
入
(
一
五
二
、
一
二

O
九
、
九
四
二
一
)
が

殆
ん
ど
委
部
之
に
充
て
ら
る
る
と
梼
し
き
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
又
、
此
豆
額
の
教
育
費
中
に
て
も
、
貨
は
困
庫

よ
り
地
方
~
小
皐
枝
叉
は
普
通
教
育
の
矯
め
に
交
付
す
る
も
の
が
共
の
一
大
部
、
郎
ち
三
分
二
ほ
ど
を
占
め
、
剖

ち
普
通
教
育
資

九
O
、
四
九
七
、

O
四
七

普
通
数
育
臨
時
施
設
費

九
、
八
三
七
、
六
九



市
町
村
立
小
畢
枝
災
害
建
築
費
借
λ
金
元
利
補
給

計

二
三
一
、
六
六
七

一
O
O、
四
五
八
、
四

O
七

で
あ
り
、
怯
か
も
共
は
地
租
と
管
業
牧
盆
視
と
の
合
計
(
一

O
八
、
四
二
二
、
一
二
八
六
)

に
略
ぽ
匹
散
す
る
の
で
め

る
e， 

問
地
方
稜
の
原
因
と
し
て
の
皐
枝

1
l地
方
費
に
於
け
る
皐
枝
の
地
位
は
、
闘
費
中
の
島
一
段
の
地
位
よ
ち
色
一

層
重
大
で
あ
る
。
昭
和
九
年
度
橡
算
に
よ
る
と
、
(
車
位
、
千
闇
)

出

綱

相

聞

-
教
育
費

内

で

公

債

費

r
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領
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、
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目
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五
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、

O
五
=
一
一

一
一
二
、
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七
一
↑

司
九
二
J
1
k
八
一

二
二
八
、
七
七
六

八
問
。
、
一
一
円

一
一
三
、
八
五
五

三-一

O
、八

O

一

九
九
、
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八
円
。
、
コ
一
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一
問
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五
一
二

二二 ~'I 二二 F司
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九 六 二一七九

-

一

2
4
m

一

間
二
八
、

O
八
二

四
一
三
、

O
一
大

一
a

問
問
、
九

0
0

七
九
三
、
一
二
六

冗
八
一
一
、
四
五
七

一
だ
か
ら
線
地
方
費
中
、
会
き
地
方
を
通
じ
た
も
の
と
、
町
村
費
と
で
は
、
教
育
費
が
一
番
大
い
の
で
あ
る
c

特
に

町
村
に
て
は
此
が
組
費
中
の
四
割
五
分
ほ
ど
に
も
営
る
の
で
あ
り
、
唯
村
人
、
道
府
牒
に
て
は
士
木
費
が
之
よ
り
も

稿
大
で
あ
り
、
市
に
て
は
公
債
費
の
方
炉
遥
か
に
大
い
の
だ
が
、
共
は
何
れ
も
特
殊
の
事
情
に
よ
る
の
で
あ
っ
て
、

結
局
、
逼
計
に
て
教
育
費
が
地
方
費
中
最
大
で
J

の
る
慮
に
、
教
育
費
、
特
に
皐
校
費
の
地
方
財
政
上
の
重
要
を
窺

ふ
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
撃
投
費
は
地
方
麗
の
原
因
と
し
て
は
最
大
な
る
も
の
と
な
り
、
特
に
町

恵
一
・
校
と
課
積

第
四
十
て
巻

六
七
五

第
四
琉



問
中
校
と
課
税

第
四
十
二
審

第
四
就

四

六
七
六

村
に
て
は
教
育
費
が
積
牧
入
の
殆
ん

E
令
部
(
校
二

O
九
、
教
育
費
二

O
五
)
を
喰
ひ
、
市
に
で
も
此
が
税
耽
入
の

大
部
分
(
税
一
四
回
、
数
育
費
一
一
一
一
.
)
を
喰
ふ
て
居
る
の
は
注
意
す
べ
き
事
項
で
あ
る
。

山
川
闘
及
地
方
税
の
孟
阻
か
ら
見
七
4
Q

皐
校
|
|
前
記
の
如
〈
、
教
育
費
の
令
計
は

開

主'

一
四
八
J

二

八

f也

方

四
二
八
、

O
八

授

F
L
I
t
 

--tH 

-
1
1
〕
、
、
，
二
、
ノ
〕
ヘ
尤
も
嗣
賓
の
一
大
部
が
地
方
じ
補
給
せ
ら
る
る
J

ヨ
イ
プ
-
ご
く
仁
f
h
v

ら
、
此
駁
字
に
は
二
重
の
計
算
が
あ
る
。
、

5
Jわ

3
L、
毛
主
卜
立
一
司
ヤ
-
君

-
2
2
E許
茂
乃
ム
ヘ
-
』
ま
え
ま
ユ
叶
υ
1
r
t
b
、

-
U
J
'

ゴ
/
t
-

よ
u
n
H
f
t
d
A
M
ψ
J
仁

E

二
2
-
耳
』
じ
-
ノ
'
U
P
U
-
h
t
E
U
A
m
q

会
睦
と
し
て
相
営
大
な
免
措
と
し
て

岡
民
の
双
肩
に
か
か
り
、
租
税
原
因
と
し
て
は
可
な
り
大
な
る
重
さ
を
有
つ
。
併
し
見
方
に
よ
り
で
は
此
大
な
る

教
育
費
も
、
陸
海
軍
事
費
を
ぱ
満
洲
事
麺
前
の
大
さ
ま
で
引
戻
す
こ
と
さ
へ
出
来
る
な
ら
ば
、
優
「
い
共
の
凡
べ
て

の
も
の
を
卸
ち
地
方
数
育
授
の
全
部
ま
で
も
を
闘
授
に
て
文
辞
し
て
徐
り
あ
り
と
い
ふ
二
と
が
出
来
る
。
但
し
其

は
今
日
の
時
勢
と
し
て
は
不
可
能
の
事
で
は
あ
る
。

二
救
済
策
|
|

仙
川
護
費
の
重
要

i

以
上
連
返
り
た
る
現
肢
に
劃
し
て
何
等
か
の
救
済
策
を
講
や
る
と
い
ふ
に
つ
い
て

は
、
先
づ
以
て
此
白
母
校
又
は
教
育
費
の
重
要
に
つ
い
て
一
臆
の
説
明
を
魚
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
畢
枝
乃
至
敢
育

費
の
重
要
左
い
へ
ば
つ
ま
り
皐
枝
乃
至
教
育
共
も
の
の
重
要
に
外
な
ら
ぬ
。
そ
し
て
此
皐
枝
乃
至
教
育
は
貫
に
闘

民
生
活
に
と
り
随
っ
て
園
家
に
と
り
て
最
重
大
事
で
あ
る
。
だ
か
ら
之
を
以
て
最
必
要
な
る
閥
家
目
的
と
す
る
こ

Moll， Lehrbuch s. 39 



と
を
得
ぺ
〈
、
最
重
要
な
石
行
政
分
科
と
も
い
へ
る
の
で
あ
る
。
岡
家
成
長
亡
る
人
に
と
り
て
の
最
高
の
理
想
が

何
で
あ
る
か

E
い
は
ば
、
共
は
彼
が
徳
性
宇
佐
暢
遣
し
人
格
を
完
成
す
る
こ
と
だ
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
此
の
如

き
は
人
が
自
然
の
生
れ
乍
ら
の
憧
に
て
は
出
来
な
い
。
会
〈
数
育
の
力
に
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
文
化
問
左

野
瀞
一
聞
と
の
差
異
は
岡
家
の
教
育
へ
の
力
の
入
れ
方
の
強
弱
に
あ
り
と
も
い
ふ
べ
〈
、
文
明
聞
と
な
れ
ば
な
る
ほ

ど

一
層
多
〈
散
育
に
力
を
入
れ
、
以
て
共
成
員
を
し
て
凡
ぺ
て
立
慌
な
人
格
者
た
ら
し
め
る
や
う
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。
岡
家
は
回
想
と
し
て
は
此
に
最
カ
を
入
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
。
或
時
の
必
要
か
ら
は
他
の
目
的

に
力
会
入
れ

Z
の
日
む
ケ
科
ね
こ
'
と
が
あ
ペ

J

て
色
、
永
訟
の
一
長
計
、
と
し
て
は
岡
一
政
の
教
育
、
闘
民
の
人
格
完
成
に

主
力
を
用
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
一
見
ら
に
岡
家
は
剛
氏
を
し
て
衣
食
を
足
ら
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
や
、
岡
民
経
梼

の
酷
賢
建
ぞ
色
期
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
共
も
亦
に
教
育
の
基
礎
の
上
に
行
は
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
極
端
情
の
異
の

隆
昌
は
前
者
か
ら
出
脅
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
之
に
よ
り
て
初
め
て
闘
民
の
勢
働
力
、
勢
働
心
が
趨
嘗
に
作
興
せ

し
め
ら
れ
芯
こ
と
に
な
り
、
随
ふ
て
は
教
育
費
が
後
目
、
岡
氏
の
租
枕
給
付
能
力
の
増
加
に
役
立
つ
こ

2
じ
も
な

る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
教
育
費
は
最
良
の
投
資
だ
左
も
い
は
る
る
こ
E

と
が
あ
る
程
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
闘
防
か
ら

い
ふ
て
も
、
之
が
充
安
は
一
に
は
前
記
、
経
掛
の
殺
逢
と
い
ふ
土
牽
を
要
し
、
共
上
に
も
、
闘
民
の
之
が
措
営
に

堪
ゆ
る
意
力
、
精
神
力
、
工
夫
力
、
肉
檀
力
の
旺
盛
に
待
つ
の
で
あ
る
が
、
此
等
は
凡
べ
て
矢
張
り
教
育
に
依
ら

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
共
他
、
治
安
の
維
持
主
い
ふ
て
も
、
司
法
警
察
制
度
の
完
備
の
み
で
は
甘
〈
往
〈
も
の
で
な

〈
、
必
や
や
徹
底
し
た
る
教
育
の
力
に
も
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
衛
生
と
い
ふ
で
も
設
備
其
も
の
の
み
で
な
〈
、

事

校

と

課

税

第
四
披

王争

第
四
十
二
巻

六
七
七
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撃

絞

L
一
課
叫
叫

第
同
十

-A
巻

ハ
ヒ
ヘ

第
問
教

テz

衛
生
思
想
の
普
及
に
、
陥
寸
て
教
育
の
力
に
も
依
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
此
教
育
は
固
よ
り
皐
杖
ぱ
か

り
で
な

t
、
有
ら
ゆ
る
枇
合
施
設
に
も
之
を
織
込
む
の
が
必
要
で
あ
る
け
れ

E
も
、
皐
枝
は
共
最
主
要
な
る
施
設

で
あ
り
、
皐
枝
乃
至
教
育
が
此
の
如
〈
必
要
で
あ
る
以
上
、
岡
家
及
地
方
は
之
に
は
最
多
〈
の
粧
品
ー
を
住
ヤ
で
良

い
の
で
あ
る
。
理
想
と
し
て
は
同
家
は
武
袋
兵
備
に
ば
か
ち
力
を
用
ゐ
て
は
な
ら
争
、
教
育
乃
至
皐
枝
に
色
つ
左

も
つ
'
と
カ
セ
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
し
て
其
の
矯
め
の
負
躍
は
、
軍
事
費
な
ど
に
比
較
し
て
は
買
に
割
合
に

粧
易
な
る
ち
の
で
あ
旬
、
共
粧
品
孔
の
娩
果
か
ら
見
る
と
み
ι
;疑
問
の
少

bs-b
的
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
品
。
だ
か
ら

之
に
は
も
っ
と
艦
費
を
注
ぎ
込
み
、
且
つ
共
能
率
の
一
一
層
駿
揮
さ
る
る
や
う
に
工
夫
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

例
改
良
の
方
法
|
|
き
て
之
か
改
良
と
し
て
考
へ
ら
る
る
の
は
大
韓
左
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

い
経
費
の
方
面
に
て
矯
す
べ
き
も
の

川

W
闘
及
地
方
伐
の
内
部
に
於
け
る
按
配
に
よ
る
も
の
i
ー
ー
が
共
第
一
で
め
る
。
共
は
前
に
も
一
一
言
し
ロ
如

〈
、
軍
事
費
の
や
う
に

E
大
な
る
も
の
を
割
い
て
、
共
れ
を
皐
枝
費
に
向
け
る
こ
と
じ
し
得
る
な
ら
ば
、
好
都
合

叉
は
此
慮
営
分
は
岡
際
情
勢
が
之
を
許
き
ぬ
の
で
あ
っ
て
、
随
っ
て
賓
現
は

と
も
考
へ
ら
る
る
が
、
併
し
今
日
、

六
っ
か
し
い
の
で
あ
る
。

助
教
育
費
内
部
の
按
配
に
よ
る
も
の
|
|
教
育
費
の
杢
躍
の
大
さ
は
現
肢
と
同
じ
と
し
て
も
、
之
が
按
配

を
改
良
す
る
こ
と
に
よ
り
て
、
卸
ち
不
要
の
も
の
を
省
き
、
有
益
な
も
の
テ
増
費
し
、
以
て
同
一
額
の
糧
費
で
も

一
一
騎
大
な
る
能
率
を
稜
揮
せ
し
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
併
し
此
も
い
ム
ペ
〈
し
て
、
さ
て
貴
行
と
な
る
左
却
'
q
容

Hn~tl'l ble ， Public finance. 3 帆 L p-9& 6) 



日
現
で
は
あ
る
ま
い
が
、
そ
れ
で
も
後
に
も
い
ム
や
う
に
、
撃
校
の
氏
枠
内
門
化
の
機
充
に
よ
h
て
、
或
皮
ま
で
粧
費
の

能
率
・
増
準
が
出
来
る
か
色
知
れ
な
い

3

何
歳
入
に
て
先
づ
行
か
次
い
で
歳
出
に
及
ぶ
べ
き
も
の

川
地
方
程
牧
入
を
増
加
す
る
e
}
L
-
ー
ー
を
計
'
り
で
、
之
に
て
教
育
資
の
一
一
暦
の
増
加
を
行
ふ
こ
と
も
出
来

る
が
、
地
方
稜
の
現
状
下
に
て
は
此
か
ら
し
て
あ
ま
り
に
多
き
を
期
じ
得
点
γ
、
地
庁
地
積
は
大
憧
行
ぴ
難
い
。
勿

論
共
積
牧
入
に
て
日
然
地
牧
も
あ
る
が
、
共
は
透
か
に
地
方
郡
一

a

根
突
の
内
然
地
加
に
及
ぱ
ぬ
と
い
ふ
有
様
で
め
る
。

刈
岡
税
特
に
所
科
耽
資
本
利
子
枕
刀
ど
に
於
付
石
川
明
枕
を
れ
ふ
て
利
ら
る
る
牧
入
約
附
加
ド
よ
り
て
岡
山
か

の
教
育
費
を
充
品
賞
す
る
の
み
な
ら
中
、
地
方
へ
の
交
付
そ
も
増
加
す
る
こ
と
|
|
そ
し
て
之
と
同
時
に
今
日
市
町

村
に
て
取
り
つ
つ
あ
る
所
の
戸
数
割
の
一
一
億
一
一
一
千
高
凶
皮
の
も
の
を
ば
闘
か
ら
地
万
へ
交
付
し
て
、
地
方
を
し
て

戸
数
割
を
取
4
9

必
要
な
か
ら
し
め
た
な
ら
ば
、
貧
弱
地
方
の
負
携
を
一
層
集
に
な
ら
し
め
且
つ
負
携
含
ば
従
来
よ

り
も
一
一
層
公
平
に
合
は
し
め
る
こ
と
に
な
る
で
め
ら
う
。
此
方
は
・
一
此
行
が
一
一
層
可
能
で
あ
る
が
、
併
し
岡
山
水

k
し

て
一
方
、
軍
事
費
要
求
の
大
且
つ
切
な
る
も
の
が
あ
り
、
他
方
、
赤
字
公
債
を
減
縮
す
る
必
要
ち
あ
る
と
き
に
、

闘
が
此
際
増
積
す
る
と
し
て
色
共
は
公
債
漸
減
と
軍
事
資
増
加
と
に
取
ら
れ
て
、
地
方
交
付
へ
は
多
〈
向
け
ら
れ

な
い
傾
向
が
あ
る
し
、
兎
に
は
増
読
共
も
の
に
劃
す
る
の
反
劃
も
強
烈
で
あ
っ
て
、
相
営
に
之
が
賃
行
上
の
支
障

は
大
い
も
の
で
あ
ら
う
。

皐
校
と
諜
叫
問

第
四
十
一

4

巻

六
七
丸

第
四
被

七



同

千

校

と

課

税

第
四
十
二
巻

ハ
八

O

第
四
披

i¥. 

第
二
段

課
税
の
劃
象
と
し
て
の
畢
校

次
ぎ
に
皐
枝
は
課
税
の
針
策
と
し
て
何
う
な
っ
て
居
る
か
左
い
ふ
と
、

一
現
朕
1
1
4

同
所
得
税
及
共
附
加
積
|

け
闘
立
の
率
一
概
l
l
i
-
-
に
劃
し
て
は
、
岡
家
の
之
が
納
税
義
務
者
た
る
べ
き
の
規
定
な
く
、
嘗
然
に
之
を
課
せ

/《町、

ら
れ
な
し

ハ
引
道
府
腕
市
町
村
等
の
会
立
皐
枕
及
公
盛
法
人
立
の
私
立
皐
杖
1
1
0
へ
も
税
法
第
十
七
僚
に
よ
り
て
之
を
課

せ
ら
れ
な
い
。

ω凡
公
盆
法
人
ド
L

ら
や
併
し
替
利
法
人
と
も
な
ら

F
る
私
立
撃
枝
|
|
に
て
は
恐
ら
く
は
、
共
撃
枕
経
叫
営
者
の

個
人
の
所
得
と
し
て
第
三
種
所
得
税
を
課
し
て
然
る
べ
き
で
あ
り
、
北
八
が
有
つ
所
の
一
定
の
財
産
的
源
泉
か
ら
の

所
得
に
は
第
二
種
所
得
税
が
か
か
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
め
る
。

に
都
利
法
人
た
る
撃
枝

i
ー
あ
り
と
す
れ
ば
、
此
に
は
第
一
種
所
得
税
が
か
か
旬
、
そ
し
て
共
の
一
定
の
源

泉
よ
り
の
所
作
に
は
第
二
積
所
得
税
が
か
か
る
の
で
あ
る
。

問
地
租
及
附
加
枕
i
|

い
其
課
せ
ら
れ
r
d

る
場
合

川
同
立
皐
枝
の
所
有
地
1

1

此
は
税
法
第
八
十
八
僚
に
よ
り
課
一
す
つ
れ
や
。



mw前
記
以
外
の
、
宿
料
借
地
た
ら
r
t
る
同
立
撃
枝
の
使
用
土
地
、
道
府
脇
市
町
村
立
皐
校
の
使
用
土
地
!
ー

は
免
租
。

mw私
立
の
幼
稚
園
、
小
墜
枝
、
中
島
十
枝
、
高
等
女
皐
枝
、
貸
業
撃
枝
、
専
門
皐
枝
、
高
等
曲
学
校
及
大
率
、

及
共
他
大
賦
大
臣
に
て
指
定
し
た
る
摩
枝
の
用
に
供
す
る
土
地
。
但
し
此
等
は
校
合
、
寄
作
似
合
、
圃
書
館
、
北
〈
他

保
育
、
叉
は
教
育
上
必
要
な
る
附
層
建
物
の
敷
地
及
運
動
場
、
賓
習
用
地
、
共
他
、
庇
接
に
保
育
又
は
教
育
の
用

に
供
す
る
色
の
に
限
る
。

且
つ
共
の
所
有
地
か
又
は
無
料
借
地
に
限
る
o

共
上
に
も
義
務
者
の
申
請
に
よ
り
て
免

t
3
こ
と

c
な
る

U

ろ
課
せ
ら
る
る
場
合

小
川
岡
及
公
立
皐
枕
用
地
に
し
て
有
料
借
地
た
る
も
の
|
|
|
之
に
課
す
る
の
は
、
此
土
地
が
慢
令
公
用
に
供

せ
ら
れ
て
色
、
共
所
有
者
在
人
が
料
金
公
取
り
替
利
物
瞳
と
し
だ
以
上
、
之
を
蒐
じ
で
は
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。

mw
公
立
準
椛
所
有
地
に
し
て
牧
盆
用

k
な
る
も
の

mw私
立
準
枝
用
地
に
し
て
有
料
借
地
た
る
色
の

的
私
立
皐
枝
所
有
地
に
し
て
牧
盆
用
の
場
白
の

仰
無
料
借
地
た
る
在
立
皐
技
用
地
に
し
て
耽
益
を
生
十
る
も
の
め
る
と
き
は
、
大
戴
大
臣
は
特
に
之
が
免

租
を
制
限
す
る
を
得
。

川
山
傍
業
牧
盆
耽
及
附
加
境

察

校

と

課

税

第
四
十
二
巻

六
八

第
四
時
蜘

九



思
十
校
と
課
税

第
阿
十
市
一
巻

六
八

第
四
時
恥

O 

い
原
則

l
l
'と
し
て
皐
枝
は
管
業
枇
盆
枕
を
課
す
べ
き
管
業
種
類
の
巾
に
入
ら
や
、
随
っ
て
此
が
か
か
ら
や
o

r
e

、
ろ
例
外
|
|
唯
、
管
利
法
人
た
る
皐
枝
あ
り
と
す
れ
ば
、
共
管
利
法
人
た
る
が
矯
め
に
、
此
が
か
か
る
。

、，〈3

ノ

、

、

E
J

、ー

側
資
本
利
子
枕

l
Z税
に
章
。
所
装
に
て
い
ふ
た
い
ろ
に
は
か
か
ら
や
、
は
に
に
は
か
か
る
。

f
t

、J
t

、

/

・

、

J

，.‘、

町
相
縞
枕

l
l税
法
第
一
一
一
候
第
四
項
の
公
共
闘
瞳
叉
は
慈
善
共
他
の
公
益
事
業
に
劃
し
て
急
し
た
る
贈
奥
及
遺

贈
は
課
税
債
格
に
算
入
せ
や
と
あ
る
公
盆
事
業
に
は
皐
枝
は
原
則
と
し
て
凡
ぺ
て
入
る
と
解
す
‘
べ
き
で
あ
る
け
れ

x
t、
澗
L
h
J

郡
日
利
訟
人
れ
る
同
十
杭
め
v
h
止
す
れ
ば
、
北
ハ
は
之
仁
入
ι
円
科
た
い
こ
止
に
な
40
し
、
公
益
訟
人
わ
い
戸
内
一
寸

J

替
利
法
人
で
も
な
い
個
人
有
の
準
椛
に
な
る
と
疑
問
と
な
る
が
、
私
見
L
し
し
て
は
此
は
公
盆
事
業
に
入
れ
な
い
方

が
脱
税
を
防
円
、
に
は
有
叫
別
で
あ
る
と
思
ム
。

mw登
錐
一
概
1

1

い
闘
立
準
棟
の
持
め
に
す
る
在
記
叉
は
準
加
鵬
、
地
方
立
準
枝
に
て
英
用
に
供
す
る
不
動
産
に
閲
す
る
整
記
は

無
税
、げ

W
血
午
枝
鰹
管
を
目
的
と
す
る
法
人
(
公
盆
法
人
も
替
利
法
人
も
)
の
士
地
建
物
の
権
利
の
取
特
又
は
所
有
権
保

存
の
登
記
は
無
税

、‘ノは
法
人
に
ら
ゴ
る
私
皐
枝
仁
は
右
の
特
典
な
し
む

〆
az
、

同
印
紙
税
ー
1

1
ノい

官
聴
又
は
公
向
者
よ
り
接
す
る
謹
書
帳
簿
に
兎
A
V
と
あ
る
は
、
同
立
及
公
立
の
曲
四
千
枝
に
も
常
旬
、



ろ
慈
善
又
は
公
共
事
業
の
矯
め
に
す
る
寄
附
に
闘
し
官
聴
又
は
公
暑
に
提
出
す
4
0
謹
書
に
免
十
T

と
あ
る
は
、

共
公
共
事
業
中
に
闘
立
公
立
の
畢
枝
は
勿
論
、
公
盆
法
人
立
の
色
入
る
。

問
地
方
税

l
に

て

は

所

得

積

地

祖

霊

星

稜

の

附

加

枕

は

霊

長

?

し

て

、

い
家
屋
税
|
|

仰
困
立
公
立
及
公
益
法
人
立
の
皐
枝
ー
l
t
に
封
し
て
は
、
府
職
制
に
は
共
百
十
僚
に
「
府
牒
枕
を
賦
課
す

る
こ
と
を
得
ゴ
る
も
の
に
闘
し
で
は
、
法
律
勅
令
を
以
て
別
段
の
規
定
を
設
〈
る
も
の
を
除
〈
外
、
市
町
村
視
の

例
に
依
る
。
府
牒
は
公
往
上
其
他
の
事
由
に
上
り
て
課
枕
営
不
適
営
と
す
る
場
合
に
於
て
は
、
命
令
の
定
か
る
所

に
よ
り
府
崎
崎
ιぜ
調

小

-YFEア
Q
t
T
H
付
」
と
J

の
っ
て
、

hM
制
百
二
卜
一
一
慨
ド
は
.
「
附
府
税
市
町
村
北
ハ
他
、

公
共
間
関
ド

於
て
公
用
に
供
す
る
家
屋
物
件
及
替
造
物
仁
劃
し
て
は
市
耽
を
賦
課
す
る
を
相
何
十
。
但
し
有
料
に
て
之
を
使
用
せ

し
か
る
者
及
使
用
収
益
者
に
劃
し
て
は
此
限
に
あ
ら
字
。
岡
の
事
業
又
は
行
翁
及
岡
有
の
土
地
家
屋
物
件
に
針
し

て
は
聞
に
市
税
を
賦
課
す
る
を
伴
十
」
。
同
第
百
二
十
一
日
慌
の
二
に
「
市
は
公
詩
上
共
他
の
事
向
に
よ
h
ノ
課
税
を
不

趨
嘗
と
す
る
場
合
に
於
て
は
、
命
令
の
定
か
る
所
に
よ
り
市
院
佐
課
せ
ぎ
る
こ
と
を
梓
L

と
J

の
っ
て
、
町
村
制
百

一
候
及
百
一
一
慌
の
ニ
に
も
類
似
の
規
定
が
あ
る
。
そ
し
て
大
正
十
五
年
、
地
方
税
に
闘
す
る
件
に
は
、
第
十
一
一
傑

に
、
「
公
益
上
共
他
の
事
由
に
よ
り
課
税
を
不
通
常
と
す
る
家
屋
に
家
屋
税
を
賦
課
せ
ぎ
る
こ
と
を
科
」
と
色
あ

る
。
此
等
か
ら
地
方
は
同
立
皐
枝
有
の
家
経
に
は
凡
ペ
て
家
保
税
全
課
す
る
を
ね
ぬ
し
、
首
謀
地
方
自
ら
の
撃
校

の
に
は
之
砂
課
せ
ぬ
で
あ
ら
う
し
、
災
に
他
の
公
立
反
公
益
法
人
立
の
に
も
多
く
以
見
守
る
こ
'
と
と
な
ら
う
が
、
た

日
イ
一
枚
と
課
税

第
川
十
二
巻

六
八

第
問
蚊



宰

校

と

課

税

第
四
十
二
審

第
四
時
抗

大
八
四

ず
有
料
使
用
の
も
の
、
他
の
公
立
及
公
盆
法
人
有
の
家
屋
に
し
て
牧
盆
用
の
も
の
に
は
之
を
課
す
る
を
得
る
し
、

叉
課
す
る
こ
と
と
な
る
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。

mw替
利
法
人
立
の
皐
枝
、
個
人
有
の
皐
枝
ー
ー
に
は
恐
ら
く
此
課
税
を
及
ぼ
す
こ
と
ー
と
な
る
で
め
ら
う
。

引
車
税
ー
ー
に
つ
い
て
も
、
前
記
規
定
の
結
果
と
し
て
、
岡
立
準
枕
の
に
は
常
然
に
諌
せ
ら
れ
字
、
公
立
公

/
¥
 

盆
法
人
立
の
同
年
枝
の
に
も
大
抵
免
ぜ
ら
る
る
こ
と
'
と
な
る
で
あ
ら
う
。

二

政

策

小
山
大
綱
|

い
一
般
(
岡
家
地
方
を
通
じ
て
)
|
|
元
来
、
曲
学
校
乃
至
教
育
が
人
類
生
活
に
k
hノ
て
も
同
家
生
活
に
と
ち
て

も
重
要
な
も
の
た
る
こ
と
は
前
に
い
ふ
如
〈
で
あ
る
。
其
叫
聞
か
ら
之
が
岡
家
的
重
要
を
認
め
て
、
共
よ
り
し

τ皐

枕
克
耽
を
至
営
と
す
る
こ
と
に
も
な
る
。
印
ち
原
則
と
し
て
は
岡
家
は
之
が
矯
め
仁
岡
安
公
裂
を
投
じ
て
自
ら
叉

は
地
方
聞
瞳
を
し
て
皐
枝
を
経
替
し
又
は
盤
管
せ
し
む
べ
き
で
あ
る
が
、
別
に
在
立
の
皐
枝
が
出
来
る
な
ら
ば
、

之
に
封
し
で
は
有
無
形
の
出
来
る
だ
け
の
捷
助
診
も
奥
ふ
べ
き
で
あ
h
i
共
支
援
の
一
方
法
と
し
て
、
此
私
管
に

劃
し
て
免
税
を
行
ふ
こ
と
と
も
な
る
べ
き
で
あ
る
。
併
し
皐
枝
が
重
要
だ
か
ら
と
い
ふ
て
.
凡
べ
て
の
皐
枝
に
岡

家
的
重
要
の
あ
る
の
で
は
な
い
。
岡
家
目
的
に
反
す
る
が
如
き
準
枝
は
同
よ
り
禁
止
す
る
と
し
て
、
同
家
の
禁
止

す
る
ほ
ど
に
は
至
ら
4
?
と
も
、
岡
{
裁
の
希
望
す
る
ほ
ど
の
も
の
で
な
い
な
ら
ば
、
之
に
同
家
的
支
援
が
』
免
し
、
免

税
の
特
典
を
興
ふ
る
に
は
及
ぱ
泊
。
併
し
叉
、
岡
家
が
又
は
地
方
が
自
ら
に
で
も
行
ふ
べ
か
り
し
も
の
営
、
其
儲

日elaFoldes， a. a. O. r S. 284・7) 



力
足
ら
ぎ
る
が
矯
め
の
故
に
之
を
敢
て
し
待
守
、
民
管
の
色
の
が
之
を
補
充
し
、
之
を
代
行
す
る
と
い
ふ
意
味
の

あ
る
だ
け
に
て
は
、
岡
家
は
之
に
積
極
的
に
も
支
援
を
典
へ
、
又
は
之
が
代
り
と
し
て
、
再
均
視
を
行
ふ
て
可
で
め

ふ
。
た
げ
〉
此
在
管
中
に
つ
き
何
れ
だ
け
が
岡
家
の
仕
事
の
代
り
を
免
し
つ
つ
あ
り
と
す
べ
き
や
、
時
柑
た
然
ら

F
る

も
の
な
り
や
含
匝
別
す
る
こ

E
は
六
っ
か
し
い
。
従
来
、
之
が
沼
地
税
の
限
界
を
ぱ
大
抽
眠
、
公
益
法
人
と
な
れ
る
色

の
と
然
ら
ゴ
る
も
の
と
に
て
定
め
来
っ
て
居
る
が
、
公
益
法
人
と
な
ら
ぬ
や
う
な
個
人
管
の
私
翠
税
に
て
色
、
数

背
上
有
放
で
め
り
、
且
つ
悶
家
的
立
義
深
き
'
ち
の
も
あ
ら
う
し
、

叉
、
既
に
公
盆
法
人
と
な
っ
て
居
る
色
の
に
て

ち

一
部
川
崎
利
的
元
素
J
f人
7
H

み
、
崎
っ
て
此
拙
か
ら
、
持
利
ん
川
町
枇
と
の
均
衡
上
、
之
を
河
川
ゃ
る
の
時
田
宇
佐
得
ぬ
も
の

t
〉
}
、

i
い
れ

J
A
M

，r

却
っ
て
前
4

怖
を
免
枕
し

τ後
者
vf
説
枕
し

k
レ
と
も
者
へ
ら
ろ
ろ
。

特
に
都
一
利
訟
人
'
と
し
て
思
杖
を
粧

替
す
る
と
き
に
、
此
は
他
の
替
利
法
人
と
杢
く
同
等
に
課
税
し
て
も
良
い
と
も
見
ら
る
る
け
れ

H

と
も
、
此
に
て
は

向
ほ
教
育
と
い
ふ
高
尚
な
る
仕
事
に
営
っ
て
居
る
と
い
ふ
こ
と
で
も
あ
り
、
そ
し
て
、
此
管
利
的
に
粧
品
管
す
る
と

き
に
は
、
経
費
を
節
減
し
て
費
用
の
能
率
を
殺
揮
す
る
と
い
ふ
蛤
の
利
益
も
あ
る
か
ら
、
或
度
ま
で
之
を
課
税
上

に
宥
恕
す
る
こ
と
と
し
て
も
良
い
と
も
考
へ
ら
る
る
。
そ
れ
か
ら
公
盆
法
人
と
な
る
も
の
に
で
も
可
な
り
に
隠
然

た
る
管
利
の
行
は
れ
て
、
経
此
官
向
者
の
私
腹
を
肥
や
す
色
の
の
あ
る
だ
け
に
て
は
、
相
営
之
が
経
済
の
上
に
最
重
な

る
監
督
を
加
へ
な
け
れ
ば
な
ら
示
、
或
は
一
定
の
許
算
方
法
に
よ
り
て
鈴
剰
を
生
じ
た
と
し
得
る
だ
け
に
で
は
、

此
に
管
利
法
人
に
準
じ
て
所
得
税
な
ど
を
課
す
る
の
途
ぞ
も
聞
く
方
が
、

一
般
借
利
法
人
と
の
均
衡
上
、
常
を
得

て
居
り
、
従
来
の
や
う
に
全
然
、
所
梓
積
資
本
利
子
積
を
免
十
る
と
い
ふ
の
は
過
ぎ
て
居
る
と
色
考
へ
ら
る
る
が
、

島
十
授
と
課
税

六
八
五

第
四
披

第
四
十
二
巻

}[oJl， a. a. O. S. 353. Lotz， .. a. O. S. ::S2. Tyszl、a.Fw. 2 Aufi. S. 120. 8) 



血
平
校
と
課
税

第
四
十
二
巻

六
八
大

第
四
披

問

兎
に
角
一
の
問
題
で
あ
る
。
地
租
や
家
屋
枕
に
は
或
度
ま
で
之
に
課
税
の
及
ぶ
場
合
が
あ
る
が
、
共
れ
は
も
っ
E
と

嬢
張
し
て
少
〈
と
も
牧
盆
用
の
も
の
に
闘
し
て
は
所
得
税
資
本
利
子
誌
を
も
及
ぼ
し
て
可
で
あ
る
。

引
特
に
地
方
ー
ー
に
あ
ち
で
は
、
此
皐
校
課
税
の
上
に
多
少
、
悶
よ
り
も
特
異
の
謝
が
あ
る
。
此
に
て
は
或

特
定
の
皐
枕
が
共
の
地
方
の
存
立
竣
展
の
上
に
重
大
子
係
争
}
有
つ
こ
と
が
少

t
な
い
。
共
地
方
と
し
て
は
、
地
方

費
中
か
に
可
な
り
の
費
用
を
出
し
て
ま
で
も
此
皐
枝
を
引
等
せ
た
と
い
ふ
こ
と
も
あ
り
符
る
。
か
か
る
場
令
に
は

か
か
る
邸
枕
じ
到
し
て
拍
方
課
税
上
出
来
る
だ
け
の
優
遇
を
鴬
す
こ
と
与
な
る
べ
き
で
あ
り
、
岡
山
か
な
ら
ば
原
則

上
課
税
す
べ
し
と
す
る
場
合
に
も
、
特
に
或
地
方
に
あ
ち
て
は
或
皐
枝
を
宥
恕
す
る
L
」
い
ふ
こ
と
も
生
じ
科
る
。

併
し
共
は
一
般
に
皐
枝
と
い
ふ
も
の
に
劃
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
唯
だ
特
定
の
墜
枝
に
劃
し
て
の
事
で
あ
る
。

間
借
利
法
人
と
し
て
の
皐
枝

l
i近
頃
、
宗
教
を
ぱ
管
利
法
人
と
し
て
経
管
す
る
も
の
が
あ
る
と
の
事
だ
が
、

此
は
時
代
相
と
し
て
拘
に
興
味
め
る
事
で
あ
る
。
同
事
が
皐
枝
に
も
及
ぽ
し
科
ら
れ
る
の
で
め
り
、
而
も
管
利
元

素
が
経
傍
上
に
加
へ
ら
る
る
こ
と
に
よ
り
て
、
経
費
の
節
約
、
共
経
営
の
合
理
化
を
期
し
符
て
、
能
率
を
毅
揮
し

得
る
と
い
ふ
こ
と
が
あ
る
。
風
干
校
一
か
元
来
、
公
益
的
の
も
の
だ
か
ら
、
替
利
本
位
に
な
っ
て
は
い
け
ぬ
と
も
見
ら

る
る
。
随
っ
て
之
に
劃
し
て
岡
家
か
ら
最
重
な
る
指
導
監
督
を
行
は
な
〈
で
は
な
ら
ぬ
け
れ

E
も
、
併
し
之
に
て

替
利
事
業
会
一
〈
入
る
べ
か
ら
や
と
は
い
へ
な
い
。
公
盆
的
の
も
の
で
も
或
度
ま
で
日
営
利
的
に
輝
舛
目
す
る
こ
と
も
出

来
る
の
で
あ
る
。
又
既
に
私
立
皐
枝
が
認
め
ら
れ
て
居
る
以
上
は
、
此
に
て
は
多
少
管
利
の
分
子
が
潜
ん
で
居
る
。

表
面
上
は
兎
に
角
、
買
際
に
は
多
少
と
も
轡
利
と
い
ふ
考
に
て
行
は
れ
て
居
る
。
其
が
全
然
悪
い
の
で
は
な
い
。

其
め
れ
ば
こ
ぞ
、
営
局
者
が
苦
心
し
て
能
率
の
後
揮
に
努
め
る
。
其
が
や
が
て
会
館
に
も
良
き
影
響
を
賢
ら
す
の



で
あ
る
o

今
日
、
皐
枝
を
岡
立
叉
は
公
立
と
し
て
居
る
と
き
に
は
管
利
を
眼
中
に
置
か
十
、
公
益
本
位
に
て
行
ふ

て
は
居
る
。
共
-B
入
七
躍
の
矯
め
に
良
い
・
も
の
で
あ
る
の
を
失
は
ぬ
。
け
れ
ど
色
、
共
の
反
面
、
ハ
日
公
吏
L
」
し
て
の

首
局
者
の
通
併
と
し
て
、
経
持
に
不
注
意
と
な
り
、
冗
品
川
が
多
い
n
一
其
が
私
立
皐
枝
で
あ
っ
た
な
ら
ば
使
は
な
い

艇
費
を
無
頓
着
に
使
っ
て
居
る
。
だ
か
ら
其
を
匡
正
す
る
だ
け
に
て
は
篠
山
利
を
旨
と
し
た
る
皐
枝
の
方
が
勝
っ
て

居
る
。
菅
に
無
駄
な
費
用
を
省
く
ば
か
ち
で
な
〈
、
有
能
者
の
抜
擢
、
優
遇
、
切
要
施
設
の
急
増
等
、
思
ひ
切
っ

に
積
極
的
の
事
色
、
私
m
V
H

の
方
に
て
は
一
一
腐
行
ひ
易
い
も
の
が
あ
る
。

勿
論
併
利
本
伎
で
の
み
や
ら
れ
て
は
、
岡

山
が
令
脚
上
不
都
人
引
て
あ
る
か
ら
、

政
府
の
統
制
仁
は
服
せ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
向
。

キキ

二位L

，〆F、‘-

()) 

I2li 
1苦1:
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は
北
ハ
特
別
の
性
貨
を
考
慮
し
て
も
特
例
を
聞
く
も
可
で
あ
る
。
例
之
一
定
計
算
方
訟
に
よ
り
厳
密
仁
計
算
し
て
禁

剃
館
が
投
資
の
四
分
に
達
す
る
ま
で
は
無
税
(
所
利
枇
及
管
業
牧
待
枕
に
血
管
る
も
の
)
と
し
、
共
以
上
の
剰
融
あ
る

と
き
は
其
字
分
(
共
度
合
は
別
の
定
め
方
と
し
て
も
良
い
)
を
政
府
に
納
金
(
隠
然
た
る
所
外
及
耽
盆
枕
)
せ
し
め

る
。
之
に
よ
り
て
政
府
に
も
之
が
配
営
叉
は
課
税
に
輿
か
る
機
舎
が
出
来
、
縦
仙
台
者
は
折
角
、
努
力
の
仕
甲
斐
が

あ
る
こ
と
土
色
な
る
。
そ
れ
か
ら
此
が
私
傍
皐
枝
で
あ
っ
て
も
事
の
性
質
上
、
公
益
的
の
も
の
だ
か
ら
、
闘
家
的

必
要
の
あ
る
だ
け
で
は
、
或
施
設
に
つ
い
て
岡
家
か
ら
特
に
助
成
そ
し
て
も
良
い
。
教
職
員
の
待
遇
を
闘
立
の
に

準
せ
し
め
、
恩
給
基
金
を
作
ら
し
め
て
之
に
岡
家
的
助
成
を
す
る
も
可
で
あ
る
。
か
く
し
で
脅
利
息
ナ
枝
も
純
替
利

と
な
ら
A
V
し
て
、
相
時
間
に
能
率
を
竣
揮
し
て
ん
白
血
中
の
及
ぱ
ぬ
長
所
を
現
は
し
つ
つ
、
凶
家
の
文
一
速
に
貢
献
す
る
こ

と
と
な
ら
う
。
か
く
て
此
種
の
準
棋
に
は
所
得
税
管
業
牧
盆
積
に
つ
い
て
は
特
別
扱
営
危
し
、
向
ほ
共
皐
枝
の
施

設
に
用
ゐ
る
だ
け
に
て
は
土
地
及
家
屋
の
牧
袋
稜
を
兎
や
る
こ
と
と
し
て
然
る
べ
く
、
併
し
其
牧
盆
用
と
な
る
だ

事

校

と

課

税

第
四
十
二
巻

六
八
七

第
川
崎
明

五



血
平
校
と
課
税

第
四
十
↓
一
巻

六
八
八

第
四
時
珊

ム，、

け
に
て
は
一
般
民
間
の
L
」
の
均
衡
上
、
叉
脱
税
防
止
の
必
要
上
、
所
得
税
資
本
利
子
暁
、
地
利
、
管
業
牧
盆
暁

ee

課
す
る
こ
と
と
矯
す
べ
き
も
の
と
す
る
。

何
個
人
差
!
|
震
は
上
に
い
ふ
や
う
な
風
に
し
て
震
基
利
法
人
と
し
て
軽
替
す
る
が
良
い
の
で
あ

る
、
替
利
法
人
と
し
て
も
竣
展
し
得
る
も
の
と
思
ふ
が
、
併
し
私
立
の
墜
枝
を
凡
ベ
て
斯
の
如
く
に
し
て
し
ま
う

と
い
ふ
事
は
出
来
ぬ
。
特
に
或
個
人
公
中
心
と
し
て
出
来
た
な
塾
の
如
き
も
の
が
別
に
存
立
し
て
、
自
ら
共
一
か
殺

育
上
特
殊
の
意
義
や
7
h
け
つ
で
あ
ら
う
。
共
の
一
存
主
す
る
ピ
け
に
て
は
此
じ
は
勿
論
、
技
場
行
制
下
に
て
替
業
牧
盆

税
は
か
か
ら
ぬ
り
れ
ど
も
、
所
料
税
.
地
租
u

ん
が
尿
税
、
資
本
利
子
枕
な
ど
の
か
か
る
可
能
仲
は
め
ち
て
、
共
に

特
典
を
興
ふ
る
に
は
及
ば
ぬ
。

m
p
公
益
法
人
に
る
震
|
従
来
、
誌
の
私
立
震
に
は
此
互
い
の
で
あ
ち
、
随
っ
て
共
の
所
得
に
は
所

得
税
、
得
業
牧
盆
枕
が
か
か
ら
ぬ
の
だ
け
れ
ど
も
、
そ
し
て
其
所
得
が
個
人
に
配
営
さ
れ
ぬ
以
上
は
、
且
つ
共
目

的
が
公
盆
を
計
る
に
あ
る
以
上
は
、
共
も
嘗
然
亡
と
も
い
へ
る
の
で
め
る
。
た
ヲ
併
し
其
い
か
果
し
て
異
に
個
人
の

利
益
に
役
立
た
ぬ
の
か
何
う
か
。
共
剰
飴
が
干
係
者
の
過
時
固
な
る
牧
入
と
な
ら
ぬ
か
何
う
か
。
共
に
つ
い
て
は
相

営
巌
重
な
る
監
督
が
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
叉
此
へ
の
相
営
な
る
闘
家
的
助
成
も
並
行
じ
て
可
な
る
こ
と
は
替
利
法

人
皐
枝
に
つ
い
て
い
へ
る
と
同
じ
で
あ
る
。
ぞ
れ
か
ら
公
盆
法
人
皐
枝
た
る
限
h
ノ
所
得
税
叫
営
業
牧
益
暁
を
菟
守
る

こ
と
が
原
則
上
、
差
支
な
い
と
は
す
る
が
、
併
し
其
の
有
つ
牧
盆
用
の
士
地
家
屋
資
本
に
は
所
得
積
も
牧
盆
誌
も

課
せ
ら
れ
る
や
う
に
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

向
官
公
立
皐
杖
ー
ー
ー
は
可
な
り
に
忍
立
皐
枝
に
委
ね
得
る
も
の
で
め
る
が
、
其
の
存
一
積
す
る
だ
け
に
て
は
、
其



は
会
〈
非
替
利
的
で
あ
り
、
公
益
的
の
志
の
だ
か
ら
、
従
来
の
通
り
所
得
税
及
種
ι
干
の
耽
益
枝
の
無
税
を
績
行
し

て
宜
し
い
。
た
V
A

共
財
産
一
を
其
仕
事
仁
直
接
に
用
ふ
石
の
で
な
く
し
て
、
牧
盆
用
に
向
く
だ
け
に
て
は
、
相
官
な

る
股
盆
及
所
持
枕
を
課
し
て
然
る
べ
き
志
の
で
あ
る
。
岡
立
皐
枝
だ
か
ら
と
て
色
之
か
ら
逃
が
す
べ
き
も
の
で
は

な
い
。m

w
b
f
官
宇
忍
皐
枝
1

1
摩
枝
を
ば
既
に
替
利
法
人
と
し
て
存
せ
し
め
る
途
中
乞
聞
く
な
ら
ば
、
更
に
之
営
企
・
官
字

引
払
の
、
形
式
上
は
一
の
管
利
法
人
で
あ
一
り
貫
質
上
に
は
公
盆
法
人
の
佐
賀
を
加
味
し
た
る
志
の
と
す
石
こ
と
色
出

来
る
。
例
之
、
現
に
閤
立
と
な
っ
て
居
る
同
十
位
を
ば
忍
立
の
管
利
法
人
の
粧
替
に
移
し
、
岡
市
泳
色
其
ぞ
評
慣
し
て

之
が
除
主
J
な
旬
、
別
に
資
本
家
の
投
資
や
も
入
れ
て
、
共
新
投
資
.
仁
村
は
既
設
の
も
の
の
改
良
繍
慢
に
向
け
る
。

そ
し
て
民
聞
の
持
慨
が
配
時
間
四
分
以
内
の
と
き
は
政
府
は
無
配
常
と
し
、
民
間
株
の
配
常
に
も
課
税
せ
十
、
共
eg

超
ゆ
る
と
き
初
め
て
民
間
主
政
府
と
並
行
し
て
配
営
す
る
。
随
っ
て
民
間
五
分
配
嘗
と
な
れ
ば
政
府
は
一
分
、
民

間
六
分
配
営
の
と
き
に
は
政
府
は
二
分
配
嘗
と
す
る
。
そ
れ
か
ら
、
政
府
が
今
日
年
ふ
此
皐
枝
の
矯
め
に
補
給
支

出
し
て
居
る
だ
け
は
之
を
今
後
も
年
L
V

此
皐
校
に
交
付
す
る
と
し
て
も
良
い
。
さ
う
な
れ
ば
此
皐
枕
が
今
日
の
度

合
の
施
設
を
績
け
る
こ
と
も
出
来
、
政
府
と
し
て
色
場
へ
ら
る
る
o

そ
し
て
民
間
の
投
費
を
持
た

rけ
に
て
は
改

良
鵠
張
が
行
は
れ
る
。
共
上
に
も
民
間
経
符
者
が
局
に
営
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
此
れ
ま
で
多
少
放
漫
で
あ
っ
た
粧

持
が
一
一
層
合
理
化
さ
れ
一
層
の
能
率
を
毅
揮
す
る
こ
と
に
な
る
。
に
ぎ
此
民
間
的
な
山
営
利
的
精
神
が
加
は
る
に
於

て
、
利
益
配
営
の
多
か
ら
ん
こ
と
を
旨
と
し
て
、
公
益
上
、
闘
策
上
重
要
な
石
も
多
安
を
要
す
る
も
の
を
忽
に
す

る
こ
と
に
な
る
恐
は
め
る
。
之
に
つ
い
て
は
闘
家
色
一
定
の
指
導
方
針
に
よ
り
て
之
を
施
設
せ
し
め
、
時
と
し
て

事

校

E
C

謀

我

第
四
十
二
巻

六
八
九

第
四
獄

七



撃

校

と

課

税

第
四
十
一

4

巻

六
九
O

第
四
貌

川、

必
要
な
る
特
別
補
給
を
も
行
ふ
て
維
持
粧
品
営
せ
し
め
た
ら
良
い
の
で
あ
る
。
叉
極
純
両
者
も
一
方
、
管
利
を
も
計
る

が
、
事
の
性
質
上
、
他
方
、
自
ら
間
半
枝
の
信
用
を
高
め
る
舟
め
に
も
努
力
し
、
輿
論
の
批
判
も
あ
り
、
岡
家
の
指

導
援
助
も
あ
っ
て
、
不
経
済
な
れ
ど
も
有
盆
重
要
な
る
施
設
を
相
営
に
は
魚
す
で
め
ら
う
と
思
ふ
。
そ
し
て
此
の

如
き
墜
枝
一
い
は
所
得
税
替
業
牧
盆
枕
は
前
記
の
園
家
配
営
の
可
能
性
の
み
に
で
代
ら
し
め
、
芙
上
に
は
之
を
課
ぜ

中
、
た
Y
共
の
有
つ
牧
往
用
の
財
産
に
闘
す
る
だ
け
の
負
携
を
待
す
こ
と
は
前
に
符
利
法
人
準
枝
に
つ
き
て
い
ふ

E
同
じ
で
め
る
。

車~i

話t

以
上
要
之
、
撃
校
は
財
政
上
、

一
方
に
は
岡
及
地
方
費
の
重
大
な
る
物
睡
で
あ
り
、
陥
っ
て
租
税
般
入
を
も
必

要
た
ら
し
め
る
大
原
悶
で
あ
る
。
そ
し
て
持
来
、
文
化
の
重
要
性
の
一
層
蹟
大
す
る
に
随
ひ

τは
一
一
層
に
も
此
が
F

重
き
を
成
す
こ
と
と
な
り
、
此
が
第
一
位
の
も
の
と
も
な
る
と
推
定
せ
ら
れ
る
。
但
し
共
の
使
ひ
方
は
も
っ
と
能

率
の
上
る
や
う
に
工
夫
し
改
良
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
東
ら
に
皐
校
が
課
税
の
封
象
と
な
る
鮪
か
ら
し
て
は
、
従

来
.
大
瞳
頗
る
寛
大
で
あ
っ
た
が
、
北
九
れ
で
は
濫
用
の
恐
も
あ
る
か
ら
一
層
般
正
に
し
、
合
計
監
督
を
躍
に
し
、

牧
往
用
の
財
産
に
は
凡
べ
て
謀
読
を
及
ぼ
し
、
皐
枝
組
織
と
し
て
は
在
来
の
岡
立
公
立
、
公
役
法
人
立
、
等
の

外
に
、
特
殊
の
保
護
統
制
下
に
立
つ
併
利
法
人
立
、
又
は
宇
官
学
在
的
法
人
立
と
し
て
、
公
益
を
愈
重
し
つ
つ
符

利
を
加
味
し
て
能
率
の
上
り
ね
る
や
う
な
仕
組
を
工
夫
し
て
、
此
迄
よ
り
も
課
税
(
少
く
と
も
隠
然
た
る
共
)
の
一

層
行
は
れ
る
や
う
に
向
け
る
の
が
適
営
で
は
な
い
か
と
考
へ
る
。


